比較経済史の誕生 : 大塚久雄『株式会社発生史論』に関する一考察（3） by 齋藤 英里












































そ、大塚の学問的原点であると指摘した際、その時期を 1935 年～ 41 年と












































































































































































































































































































































　『イギリス資本』は 3 つの章─第 1 章「東洋政策前史─東インド会社
の後期」、第 2 章「新しき東洋政策─清国の開放」、第 3 章「香港におけ
る『独占』資本の形態」─から構成されている。『発生史論』から受けた
影響について、松田が大塚の名前をあげて言及しているのは、第 3 章第
1 節の注の 1 か所のみである35。ここでは、香港上海銀行（Hongkon and 
Shanghai Banking Company）の企業形態が、香港政庁の Ordnance に
よって設立されたことに関連して、「特許主義」から自由な「準則制」へ
の発展を示すものという理解を示している。その際、イギリス本国では、
『発生史論』で論じられた 1844 年の Joint Stock Company Act 及び 1855
年の Limited Liability Act が参照事例として掲げられており、さらに企
業結合の発生経過についても、大塚から種々有益な教示を受けたことを謝
している36。

































教育（上）」『経済史林』第 69 巻第 4 号（2002 年 3 月）、同（下）第 70 巻第
1・2 号（2002 年 7 月）。特に、大塚については、前掲稿（上）、358-360 頁
に詳しい。
2 この点は、上野正治先生のご示唆による。
3 石崎津義男『大塚久雄　人と学問』（みすず書房、2006 年）、43 頁。






ンであり、大塚は彼の文献を 3 冊あげている。特に Industrial Organization in 









た。大塚久雄「ヴェーバー社会学との出合い」『著作集』第 9 巻、212 頁。
9 例えば、『発生史論』、115 頁、122 頁を見よ。
10 この問題については、齋藤、前号稿、4 頁を参照されたい。
11 この点については、拙稿「大塚久雄の比較経済史研究─英蘭比較のなかの日








塚久雄『社会科学と読書』『著作集』第 13 巻所収、329 頁。前期的資本の構想
については、楠井敏朗『大塚久雄論』（日本経済評論社、2008 年）第 1 章「『前
期的資本』との出会い」及び第 2 章「『前期的資本』との格闘」が詳しい。
13 大塚久雄「私の歩んだ道」『著作集』第 13 巻、277 頁。
14 『発生史論』には、「巨大経営…これが株式会社の見まがうべからざる特質」
（17 頁）とか、「初期資本の大規模経営







509 号（1999 年 6 月）および、飯田泰三「戦没した若き俊秀経済学者─戸
谷敏之」『法政』516 号（2000 年 3 月号）が詳しい。この二人と、戸谷の令
弟富之夫妻を加えた 4 人による座談会が札幌で行われ、その記録が『法政』











（400 字詰め原稿用紙で 140 枚ほど）が製本され、「貴重書」として所蔵され
































国際交流」『社会科学研究』（東京大学社会科学研究所）第 24 巻第 2 号（1972
年）に付された「高橋幸八郎教授略歴」と、②「高橋幸八郎先生年譜・著作









28 高橋、書評『史学雑誌』第 49 編第４号、102-104 頁。
29 『発生史論』、151-2 頁、補注、および 492 頁。
30 高橋幸八郎『近代社会成立史論─欧洲経済史研究─』（御茶の水書房、1947
年）、202 頁。
31 田中正義「昭和 11 年度我が国西洋史学界の状況」『史学雑誌』、48 編第 6 号、
121-22 頁。
32 田中、前掲稿、121 頁。



















1942 年 1 月、南満州鉄道会社調査部に赴任する田代正夫に対してなされた
ものであるが、松田の調査分析を念頭においていたかは不明である。田代正
夫「大塚先生と私─『系譜』の頃の思い出─」『著作集』「月報」３、9 頁。
37 松田、前掲書、231 頁、注 20、285 頁、注 36 を見よ。
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ている」（5 頁）と述べ、前述のエッセイの末尾では、その Y 君を回想しつ
つ、「やはり、わたしは、大塚史学の問題意識に、解きがたく浸透されてい
るのを感じないではいられない」と結んでいる。感銘深い文章ではあるが、
前近代社会に対する近代資本主義の文明化作用を松田は肯定している（この
点は、同書全体に見られる問題意識である。上掲の「本書を背後において支
えるわたしの意図」とはこの点をさす）。この認識が、大塚史学と根本的に
合致するのか、その検討もここでは留保したい。なお、後年刊行された『新
編「近代」の史的構造論』（ぺりかん社、1968 年）には、松田の香港体験「香
港雑記」が付されており、「馬の絵の話」も加筆して収録されている。
